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動物は雄の Donryu 系ラットを用い、 A H -130 細胞を腹腔内又は皮下に移殖した。コレステロー





後 4 日から 6 日にかけて、担癌ラット肝では酢酸からのコレステロール合成が対照ラット肝の 2-6
倍に増加しており、 8 日目には対照よりも低値を示した。副腎皮質機能を反映して活性が変化する事














10~20% となり著しく小さい。 AH-130細胞を腹腔内に移殖すると同時に、 14C ーコレステロールを尾





いる Eritadenin (シイタケの一成分)及び Clofibra te を与えて腫場増殖に対する影響を調べてみ









3) tU.%~ ラットの肝臓においても、 feed -back control は正常ラットと同程度に存在する。
4) AH-130腫蕩細胞のコレステロール合成は肝細胞と比較すると少なく、注射された 14C _コレス
テロールのとり込みに関する実験結果から、腫傷細胞は血清コレステロールを利用するものと考えら
tLる。
5) 以上の結果、血清コレステロールを調節して腫場細胞増殖の抑制を試みた。
論文の審査結果の要旨
この論文は担力、、ン動物の代謝異常を利用して、腫蕩増殖の抑制を試みたものである。まず、担力、、ン
動物の肝蔵で、コレステロール合成が充進していることを見出し、それがか、ン細胞による血清コレステ
ロールの利用と関係があることを明らかにし、次に血清コレステロールを低下させる薬物を与えるこ
とによって、腫場細胞の増殖を抑制することができることを示した興味ある研究である。
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